
 

   ～ 交通死亡事故発生状況 ～ 
 本年に入り交通死亡事故が急増し、１月２０日現在で７件８名発生してい

ます。（前年比；４件・５名の増加） 

 交通死亡事故の特徴は、 

      ●  ７件中６件が早朝・夜間に発生 

    ● 高齢者被害が５件 

      夜間歩行中２件、原付運転中２件、自転車運転中１件 

    ● 自損事故が３件 

      用水路転落２件、工作物衝突１件 

となっています。 

平成31年１月号外 

 【 死亡事故多発！】 

● 夜光反射材の活用！   
  夜間等は、必ず夜光反射  

 材を活用しましょう。 

● 安全確認の徹底！ 
  車両は予想よりも速く、 

  見た目よりも近くにいたり 

  するので、安全確認を徹底 

  し、ゆとりを持った歩行を  

 心掛けましょう。 

 

● 速度超過に注意！   
  冬期は視認性が悪い時間   

  帯が多いので、速度の出し 

  過ぎに気をつけましょう。 

● ハイビームの活用！ 
  早目のライトアップ、ハ 

  イビーを有効活用し、安全  

  確認を徹底しましょう。 

 

● 車の動きに注意！   
  車から二輪車は発見され  

  にくいという特徴があるの 

  で、防衛運転を心掛けま 

  しょう。 

● セーフティ運転を！ 
  通行する道路状況（用水  

  路・工作物・路面状態等） 

  をよく確認しましょう。 

 

交通事故防止のために 

  道路利用者一人ひとりが、しっかりと交通ルールを守り、 

     ● 横断者等に道を    「ゆずる」 

     ● しっかりと      「とまる」 

     ● 歩行者、子供、高齢者を「まもる」 

 を実践し、悲惨な交通死亡事故ゼロを目指しましょう。 


